「コ レ、 コレ、 箱 王。 まさか キサ マで は あるまい な、 

この 桜 を 切った の は」 

「ィ イエ。 ポクです。 ェ藤祐 経に 見えた ので、 うつか 

り 切つ てし まいました」 

r ゥ— ム。 見事な 腕前。 驚き入った」 

「怒らない のです か」 

ワシントンと ちがって、 親父の 怒る の を サイ ソクし 

ている。 もし 怒ったら 親父 を 相手に 一勝 負、 これ ぞ望 

むと ころと いう 不敵な 料簡が 顔に アリア リ 現れて いる 

豪胆な 奴 だと 太 郎は舌 をまい て 部屋へ 入った が、 これ 

まんこう 

を 垣間見て おどろき 悲ん だの は 母親の 満江。 



かわ づ のさぶ ろう 

前夫 河津三 郎が祐 経に 殺された ので 曾 我の 太 郎と再 

いちまん 

婚 したが、 一 万 箱 王の 二子 (後の 十郎 五郎) は 敵の 大 

将の 孫と いうので 頼 朝に 殺される ところ を 畠 山 重忠の 

口添えで 辛くも 命 を 助けて もらった。 祐経を 父の 仇と 

剣の 稽古に 励んで いる なぞと 人の 口の端に 上る ように 

なれば、 こんど こそ 命がない。 

「おそろしい 子供 …… 」 

兄の 一 万 は 学問 好きで 柔和 だが、 弟の 箱 王 は 無類の 

暴れん坊。 手が つけられない。 うっかり すると、 この 

子の ために 再び 鎌 倉へ 召し出される ハメ になり、 兄の 

一 万 も 義父の 曾 我 もと もに 成敗 をう ける ような ことに 



「明日 ここ を 出よう じ やない か」 

「こんなに 待遇の よいう ち を 急に でる 必要 はない ね。 

半年 一年、 ゆるり と 滞在 しょうじゃ ないか」 

「そんなに 長居して は ォレの 命が なくな つ てし まう。 

実は これこれの 事情で、 どうに も 滞在が でき なくなつ 

た」 

「そういう 事情なら 仕方がな いね」 

翌日 そこ をで て、 同じ 村の 三 浦義澄 方に 居候する。 

^ J ， J は 叔母の 家 だ。 叔母 だから 大丈夫 だと 思 つていた 

ら、 そうは 参ら なくなって しまった。 

力た 力 レ 

三浦義 澄に 片貝 という 侍女が あ つ たが、 これが 絶世 



の 面目が たたない から、 尋常に 勝負しょう」 

「拙者 は ある 事情が あ つ て 命 を 大事に しなければ なら 

ないから、 平に 御 容赦 ありたい」 

十郎は 一 所 懸命べ コ ぺ コ あやま つてる。 五郎 はムズ 

ムズ して、 

「ェ ヘン。 ェ ヘン」 

道ば たの 百 貫 ほど も ある 大 石の 前へ 歩みより、 ユラ 

リ ユラ リ とこ じ 起し、 肩 を さし 入れて、 エイ、 ャァ、 

ャァ、 と 目よりも 高く 差し上げ、 ドス ンと 下へ 投げ 落 

した。 これ を 見て 驚いた のは義 澄の 家来の 者。 

「片 貝の 姿が 見えない からた ぶん 龃 落ちで はなかろう _ 



合って、 放し ませぬ 離れ ませぬ と 熱々 の 間柄で ある。 

「この 虎と いう 女 だけ は ォレが 心から 愛して いるの だ 

から、 お前 も 今度 は 夜逃げ をし なくと も 大丈夫 だ」 

「そうか も 知れない ね。 いつも 女が 後に なって ォレに 

知れる が、 今度 は 先に 知れた からね」 

「客席に でる のが 辛い から 早く 結婚して くれと 実は 目 

下せが まれて な」 

「もう 分った よ」 

「どうもお 前 は 木石で いかんな」 

大 磯の 宿へ はいって くると、 十郎を 認めて K け 寄つ 

てきた 一 人の 白拍子、 まだ 化粧 もして いない 黒い 顔 を 



押しつける ようにして、 

「どうした のよ、 十郎 さん。 ちッ とも 姿 を 見せないで- 

お嬢さんが ヒス テリ ー で 大変です よ。 実はね、 今 もお 

嬢さん が 悪 侍と 大 ゲン 力して るんで すよ」 

「侍と ケン 力？」 

「ええ、 そうなんです。 身分の 低い 侍です が大 そう 

腕ッ 節の 強い 奴ら でして ね。 その 親分 格 は 黒 犬の 権 太 

という 奴です が、 ちかごろ この 宿 を 軒な みに 荒して る 

ん です。 今日は ゥチへ 来まして ね、 無理に 上ろうと す 

ると ころへ お嬢さんが ヌッと 現れたん です。 フ トコ 口 

手 かなん かで 悪 侍 を ハッタと 睨んで ね。 ゥチへ 上って 
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